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1.は じめに
筆者は人面 。土偶 (人体文を含む)装飾付土器のうち、

すでに深鉢形土器・釣手上器・注口土器について、その基

礎資料の集成と若千の検討を行なってきた 1)。 これらのう

ち釣手土器については1995年に発表し、その後すでに10年

を経過している。この間に当然ながら資料は若千増加して

いる。また見落としもあった。本稿ではそれらの新資料な

どに基づいて再検討を試みることとした。検討の対象は次

の 2点である。第 1は分布の問題、第 2は機能の問題であ

る。 2点 とも旧稿を訂正するものではなく、むしるその性

格が一段と明らかになったということができる。

2.分 布の問題 (図 1)
旧稿では10例が知られていた。本稿ではこれに 8例が追

加される。旧稿の10例は次のとおりであり、すべて長野県

下の出土例である。

1.長野県北佐久郡立科町芦田遺跡
2.同 小県郡長門町中道遺跡
3.同 諏訪郡原村前尾根遺跡
4.同 茅野市湯川上の段遺跡
5,同 岡谷市海戸遺跡
6.同 伊那市御殿場遺跡
7.同 下伊那郡喬木村城本屋遺跡
8。 同 飯田市北田遺跡
9。 同 飯田市垣外遺跡
10.同 飯田市箱川原遺跡

増加の 8例は、長野県を含めさらに山梨県 。東京都・静

岡県にまで分布範囲を拡大している。本稿では旧稿との違

いを明らかにする意味で両者を混合せず、通し番号を付す

ることにする。これらを東寄り順番に記せば次のとおりで

ある。

11.東京都八王子市多摩ニュータウンNo.796遺跡例 (写真

1 )

東京都埋蔵文化財センターの発掘資料。第 7号住居址

で、入り口よりみて左奥部床面より出± 2)。

釣手部分の破片のみで、鉢部分は復原である。復原高

21.2cm。 頂部の人面は縦長で、長い隆帯で示される鼻

の下に大きな国がみられ、鼻筋上の沈線、頬の列点も

特徴的である。日のまわりは沈線が一周している。そ

の上の眼禽上隆起は小さく、簡素な表現である。加曽

利EΠ 式期。

山梨県笛吹市 (旧東人代郡境川村)金山遺跡例 (写真
2)

旧境川村教育委員会による発掘資料。住居址覆土より

出± 3)。

底部は欠失し復原されている。大型で復原高48.6cmで

あり、人面部分でも高さ1211、 幅17.6cmである。この

人面部分がすべて欠きとられていて、特徴的である。

女神の死を象徴的に示しているところの、人面装飾付

深鉢形土器に共通している。褐色～黒褐色を呈す。曽

利 I式期。

同 北杜市 (旧北巨摩那高根町)社口遺跡例 (写真 3)
旧高根町教育委員会による発掘資料である。第13号住

居址床面壁際より出± 4)。

高さ20.5crn。 人面は小さく、隆帯で鼻と眉を表現し、

裏面にも同様な人面がみられる。褐色を呈す。曽利Π

式期①

同 北杜市 (旧北巨摩郡武川村)真原A遺跡例 (写真右)
旧武川村教育委員会による、発掘資料である5)。

小型で、高さ15.5cm。 頂部の両面に凸字状に人面がみ

られる。最頂部は欠失しているので眼害上隆起は残っ

ていないが、その下の日は横位の沈線 2本で表現され

ている。隆帯で示される鼻は 2孔をもち、その下の回

は、日と同様な沈線 1本で表現されている。黒褐色を

呈す。曽利Π式期。

長野県北佐久郡御代田町宮平遺跡例 (写真 5)

御代田町教育委員会発掘による、未報告資料である5)。

i-33号住居址覆土より出± 6)。

高さ27cm。 大きな鼻の両脇の渦巻文は、日とみるこ

とができる。 2個の鼻孔も大きく、その下に、国に相

当するかのように縦の沈線がみられる。褐色を呈す。

曽利Ⅱ式期。

同 茅野市聖石遺跡例 (写真 6)
長野県埋蔵文化財センターの発掘による、未報告資料。
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第 1図 人面・土偶装飾付深鉢形土器Ⅳ類 (○)と同釣手上器 (●)の分布 (遺跡名は本文参照)

第 2図 釣手上器の分布 (註10文献より)

住居址内炉奥のピット中より出土。曽利Ⅲ式期。       文でつけられ、鼻の下に縦の沈線で回が表現されてい
小型で、高さ15,3cm。 人面は横長で、中央に大きな    る。両端には、耳飾を表す渦巻文がみられる。
鼻の隆起があり、これとは対照的に、小さな目が刺突  17.同 諏訪市荒神山遺跡例 (写真 7)
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写真 1 多摩ニュータウンNo.796遺跡例

写真 2 金山遺跡例

長野県埋蔵文化財センターによる発掘資料。第96号住

居址床面より出± 7)。

釣手部の破片で、残存する高さだけでも23cmあ り、本

来大型であったことがわかる。眼冑上隆起はV字状を呈し

て鼻も表現している。同じような粘土紐で丸く目も表現し

ているが、回の部分ははがれていて不明である。褐色を呈

す。井戸尻Ⅱ式期。

18.静岡県榛原郡富士川町破魔射場遺跡例 (写真 8)

写真 3 社口遺跡例 (旧高根町教育委員会)

静岡県埋蔵文化財調査研究所による発掘資料。第 3号

住居址床面より出± 8)。

最頂部は欠失しているのが、高さ15.5cm。 眼害上隆

起は横位の沈線 2本で表現されている。鼻部の隆帯は

欠失しているが、日と口は丸く粘土紐で表現されてい

る。赤褐色。曽利Ⅲ式期。

以上の 8例は、ほとんど中期後半 (後棄)の曽利 I・ Ⅱ

式期に属す。そのなかで荒神山遺跡例は井戸尻Ⅱ式期に属
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写真 4 真原A遺跡例

写真 5 宮平遺跡例 (堤 隆氏提供 )

しやや古く、逆に破魔射場遺跡例は曽利Ⅲ式期に属しやや

新しい。

また旧稿ではその分布は長野県に限られていたが、今回

の集成では山梨県を中心にした西関東から長野県にかけて

の範囲となり、人面装飾付深鉢形土器のもっとも発達した

Ⅳ類と時期も近接し、分布も一致していることになった。

Ⅳ類は西関東群・甲府盆地群・八ヶ岳西南麓群・伊那谷

群とに分けられるが、旧稿では後 2群に4例ずつ分布して

写真 6 聖石遺跡例

いた。今回の資料を加えると、伊那谷群には増加はみられ

ないが、各群はぞれぞれ 1,4・ 8・ 5例 となる。後 2群
に多い傾向は変わらないとはいえ、Ⅳ類の範囲に近づいた

ことは、Ⅳ類と深い関係にあることが明らかになったが、

釣手土器全体の分布 (第 2図 )1ぃ と比較すると、富山・

石川県下では人面装飾付釣手土器はみられない点が問題

で、将来の類例発見を期待 しておきたい。なお本稿では、

静岡県破魔射場遺跡例 。長野県宮平遺跡例は、それぞれ甲



写真 7 荒神山遺跡例 (長野県教育委員会提供)

府盆地群・八ヶ岳西南麓群に含めておくこことする。

3.機 能の問題
釣手土器は、故藤森榮一氏以来灯火具とみられていて、

特に異見はみられない。しかしその内面には、意外と比熱

や煤の痕跡が顕著ではない。長野県伊那市御殿場遺跡の釣

手土器 (写真 9)について、飯塚政美・渋谷昌彦氏のご好

意でその内面を詳細に観察したことがあるが、驚いたこと

に外側の前面が黒く焼けているのに対して、内面には火を

受けた痕跡はまったくみられなかった。

この上器は身体に火を宿し、それによって身体を焼かれ

て人間にとって大切な火・食物などを生み出す女神の存在

を示しているという、吉田敦彦氏による重要な指摘が行な

われて以来、人面・土偶装飾付土器研究の方向を決定した、

学史的にも重要な資料である。

したがって内面に被熱痕がみられないこととは一見矛盾

するが、これを統一的に理解するためには、内部で火をと

もすことのほかに、松のような油脂の多い細木を突き刺す

ことを想定するしかない。そしてそれは聖婚を示唆し、死

と再生を司る女神にふさわしい行為とも考えられる。この

ように考えた方が、単に祭りの時に火をともすとするより、

祭りの所作を示唆してくれる。

このように考えてくると、大晦日の夜に志摩地方で行な

われる、大勢の青年らによって直径 2mの輪を激しく空中

に突き上げるゲーター祭り (写真10)や、初夏に神社で行

なわれる茅の輪潜り、さらには善光寺の胎内めぐりなども、

死と再生の考えが共通しているとみられ、縄文的な祭りと

考えられてくる。

これらを踏まえて、縄文文化の基層文化としての位置づ

写真 8 破魔射場遺跡例

けを一層明らかにしていきたいものである。

4.おわりに
考吉学において精神世界を探ることには困難がある。し

かし従来からの上偶などに加えて、人面・土偶装飾付土器

においてもその糸口がつかめるようになってきたのであ

り、個別の徹底した観察に基づいて課題の研究を深めてい

きたい。その地域として、山梨県が大きな役割を果たす一

角を占めていることは幸いなことである。
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